
本年7月3日に発生した熊本豪雨で本堂が

全壊した熊本の浄恩寺さまに、沼田組か

ら20万円を送金させていただきました。

8月8日(日本時間8月9日)に発生したマウ

イ島の山火事で、本派ハワイ開教区ラハ

イナ本願寺が全焼しました。募金箱を本

堂に置いています。(裏面に関連文章)

住 先日、親戚をおよび

して前坊守眞琴7回忌

13代坊守シサ33回忌、11代坊守ヤチヨ100

回忌をしました。坊 只今帰りました。

中国から帰りました。90才の父はまだ大丈

夫でした。こんな私を歴代坊守は「よく

中国に帰るね」と怒っているかな? 謝々。

ボーイスカウト-政和則様。

お寺-片山富喜様。
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日曜礼拝につき日曜の月忌を変更する
にちようらいはい

ことがあります。日曜礼拝は毎週
にちようらいはい

日曜朝８時半～。どなたでもどうぞ。
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■本願寺ホームページ

http://www.hongwanji.or.jp/

■広島別院 安芸教区ホームページ
https://www.aki.or.jp/

熊本豪雨で被災された方々に
衷心よりお見舞い申し上げます 住職と坊守

じゅうしょく ぼうもり

令和6(2024)年の年回表=法事案内

１周忌 令和 ５年 ２５回忌 平成１２年

３回忌 令和 ４年 ２７回忌 平成１０年

７回忌 平成３０年 ３３回忌 平成 ４年

１３回忌 平成２４年 ５０回忌 昭和５０年

１７回忌 平成２０年１００回忌 昭和元年

２３回忌 平成１４年 その他どんなお勤めもします
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月 日 曜 時 間 行 事 講 師

９ 木 昼１時、夜７時
報恩講法座 ９日昼席前坊守７回忌
ほ う お ん こ う

東京正法寺 白川淳敬師
１１１０ 金 昼１時

１２ 日 仏壮主催 １日研修旅行 邑南町浄泉寺

１２
８ 金 ９時半 降誕会 報恩講発表会

３１ 日 夜１１時半 除夜会

ほうおんこう…親鸞さまのご法事。
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西ブロック総代研修会 吉山正善寺 9/24

「班長の日」 尾道向島 9/10
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ハワイ・マウイ島大規模火災で
被災された方々に衷心より
お見舞い申し上げます

お配りもの
●来年2024年の年回御通知(法事案内)。
●御鉢米袋（おはちまい）。
●来年2024年のカレンダー。
色々ありますが、よろしくお願いします。

西ブロック布教大会 後山教雲寺 8/22

老人会追悼法要 浄宗寺 9/13



マウイ島火災関連の文章。

―9月1日にマウイ島カア

ナパリで行われた全州

追悼祭で、ラハイナ本

願寺開教使 広中愛師に

よるメッセージです―

『ラハイナの人々へ』

火事で家は全焼し、す

べてが失われました。多

くの人が死亡し、今も行

方不明者も多い。多くの

家族の心の痛みを思うと、

言葉を失います。愛する

人を亡くされた方々に心

よりお悔やみ申し上げま

す。

人々は怪我をしました。

人々は今も泣いています。

一人でいると、ふとした

瞬間に涙が溢れてきます。

それがいつ起こるかにつ

いては、私たちには全く

コントロールできません。

一人で運転するときは、

子供たちの笑顔を見てい

ると、泣きたいときに泣

けないし、泣いてはいけ

ないときに泣きたくなる。

制御することを諦めまし

た。四十六歳でこんなに

泣く男がいるとは思いま

せんでした。

今ではロス、ターゲッ

ト、TJ Maxx’コストコな

どで、同じ苦しみを抱え

た人々がお互いを励まし、

慰め合っています。同じ

心の痛みを共有する人々

の心からの抱擁は、火事

の前よりも強くなってい

る。

ラハイナの街では、顔

は知っていても話したこ

とのなかった人々が、今

では心を通わせ、癒し合っ

ています。火災後、ラハ

イナの地域社会の絆は確

実に強く、より濃くなっ

ています。今私たちは未

来を見る必要があります。

今日私が着ている白い

シャツ、ネクタイ、ズボ

ン、靴下、靴はすべて新

品です。下着以外は…。

これらはすべて、本派本

願寺ハワイ教団やその他

多くの団体からの寄付に

よって購入されました。

私が毎日着ている服はす

べて皆さんからの寄付で

私をドレスアップしてい

ます。どうもありがとう

ございます。

私と同じように、ラハ

イナの街は世界中からの

寄付で飾り付けられます。

このネクタイは高級ブラ

ンドではありませんが、

一生燃やしたくない特別

なネクタイになりました。

なぜなら、このシンプル

なネクタイの裏には、妻

だけでなく多くの人の思

いが詰まっているからで

す。

iPhone時代以前の写真

はすべて焼けてしまいま

した。子供たちが赤ん坊

のだった頃の写真も、私

が結婚していた頃の写真

も、そして私自身も赤ん

坊だった頃の写真もなく

なってしまいました。皆

さんの多くも私と同じよ

うに悲しんでいるはずで

す。

しかし皆さん、友人の

家や避難所で今撮影され

ている写真は、紛失した

写真よりもはるかに価値

があるかもしれません。

避難所で何気なく撮った

写真からは、家族や友人

の強い絆が伝わってきま

す。これらの写真は多く

の人々の支援と助けによっ

て受け入れられています。

これらは家族や友人が必

死に助け合っている最も

美しい写真です。本当は

燃やしたくないもの、燃

やさなかったもの、命、

人の絆、人の優しさ、私

たちの中に今も残ってい

るもの。

どうやら、傷ついた人

は他人の痛みに敏感にな

るようです。彼らは他人

に対してより思いやりが

あるようです。ラハイナ、

それは傷ついた人々によっ

て再建された新しい街と

なるでしょう。歴史、ア

ロハ、伝統、文化、多様

性の街ラハイナは、謙虚

さ、優しさ、思いやりと

いった新たな価値観を取

り入れた素晴らしい街に

なります。

ある日、尊敬される長

老たちが「アロハの精神

を知りたければ、ラハイ

ナに行きなさい！」と言

うでしょう。そう言える

街になるかもしれない。

思いやりに満ちた街は、

私たちラハイナ本願寺が

目指す地域社会と合致し

ています。私たちラハイ

ナ本願寺も、この慈悲の

街の再建に向けて全力を

尽くしてまいります。

最後に、私たちの苦悩

の心に働いて苦しみを救っ

てくださる阿弥陀仏の御

名をお称えしたいと思い

ます。阿弥陀仏は人々の

苦しい心に阿弥陀の癒し

の力を届ける声の仏さま

です。

南無阿弥陀仏を称える

意味は、「強い者は強い

まま、弱い者は弱いまま、

泣いている人は泣いてい

るまま、今のままで抱き

しめてあげる。強くなく

てもいいよ、あなたはそ

んなに強くないから。あ

なたは一人じゃない、あ

なたはすでに私に抱かれ

ています。」

阿弥陀様の声が私の声

となって私の耳に届きま

した。それは仏陀であり、

智慧と慈悲の声です。た

とえすべてが燃えても、

仏の声は燃え尽きること

なく、今も輝き、私たち

を包み込んでくれます。

南無阿弥陀仏 南無阿

弥陀仏 ラハイナに平和

が広がりますように。世

界に平和が訪れますよう

に。このイベントがラハ

イナの人々の目線を少し

でも上げられますように。

南無阿弥陀仏 南無阿

弥陀仏 ラハイナ スト

ロング 南無阿弥陀仏

南無阿弥陀仏 ラハイナ

へ行こう ナンマンダブ

ナンマンダブ

―広中さんはメッセージ

の最後に、ラハイナル

ナの帽子をかぶって合

掌して頭を下げました。

(原文は英語)―

広中愛師は広島の光乗寺(東

広島市)所属の開教使です。

火災時には余りの火の勢い

でご本尊が持ち出せなかっ

たそうで、「ただ申し訳な

い気持ち、申し訳ない」と

繰り返しおっしゃっていた

そうです。

1.募金の名称

浄土真宗本願寺派 たす

けあい運動募金

「ハワイ・マウイ島大規

模火災 災害義援金」

2.受付口座番号

【郵便振替】

０１０００－４－６９９５７

加入者名 たすけあい募金

【銀行振込】

銀行 ゆうちょ銀行

店名 一〇九(イチゼロキュウ)店

番号 当座 ００６９９５７

名義 たすけあい募金

※通信欄に「マウイ島災害

義援金」と記入。

住所、連絡先、領収書名

の記入。

3.問い合わせ

本山社会部☎075-371-5181

saigai-taisaku@hongwanji.

or.jp

また本堂に募金箱を置いて

います。どうぞご協力を。

合掌

２０２３年（令和５年）１１月


